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山形市農業協同組合
第71回　通常総会

わかばの会の行事予定　５月14日（火）～6月30日（日）
全支店共通
・６月11日（火） 第71回通常総会
・６月14日（金） 転作現地確認

小白川支店
・５月27日（月） 親善ゴルフコンペ
・６月24日（月） 手作り味噌講座

上町支店
・６月６日（木） ゴルフコンペ

美畑支店
・６月５日（水） 手作り味噌講座
・６月27日（木） ゴルフコンペ

北山形支店
・６月19日（水） 親善ゴルフコンペ
・６月26日（水） 青空教室（水稲生育指導）

● ６月11日（火）午後１時30分～　● 山形テルサ　３Ｆアプロ－ズ

お誘い合わせの上ご出席ください。
※５月29日（水）臨時一斉外務を予定しております。（総会開催通知・記念品・総会資料配布）
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●金融部　共済課
　事故処理担当　早坂　　崇 職員

　私たち共済課事故担当は、事故に遭われた組合員・契約者の不安を解
消し円満解決に向けて日々業務に従事しています。昨年度の事故受付は
192件、示談解決は174件でその８割はお互いに過失のある事故でした。
　近年事故の形態も多様化しており電話でのやり取りでは状況を詳しく
把握することが困難ですので、現場の確認と面談による状況の把握がと
ても重要です。そのような中、組合員契約者の皆様より貴重なお時間を
割いていただき早期解決に向けてご協力いただいたことが顧客満足度の
結果に結びついたものと感謝しております。

●美畑支店　熊澤　公太 次長（H30年度 金融部共済課長代理・事故相談総括）
　自動車共済は、契約者様が交通事故に遭った時に商品力を発揮しますので、車両共済や人身傷害特約が
ついた安心の契約がとても重要です。示談を進めるにあたっては我々担当者の交渉力やスキルも問われます
が、何より契約者様が少しでも安心して頂けるような対応を心掛けています。解決のご報告をさせて頂いた
時、「大変お世話になりました」等のお言葉を頂き仕事へのモチベーションが高まり、とてもやり甲斐を感じ
ます。そして、皆様から顧客満足度100％の評価を頂き光栄です。
　
●金融部　共済課
　JA共済「ひと・いえ・くるま」の総合保障で、組合員・利用者
の暮らしを守るために、本・支店の次長が共済まるごとサポー
トいたします。

●金融部　片桐　義美 次長より
　熊澤次長と早坂職員の迅速な事故対応ときめ細かな気配
りが、顧客満足度全国１位というすばらしい結果に結びつきました。常に冷静に公平・公正を基本に示談解
決に取り組む姿勢はまさに「まかせて安心」。熊澤次長の類まれな話術と交渉力、日々の業務の中でそれを
学び体得した早坂職員の成長には目を見張るものがあります。今年度は後輩を指導する立場になりましたの
でさらなる活躍を期待しているところです。
　自動車共済の満足度に奢ることなく、「ひと・いえ・くるま」すべての共済において満足していただけるよ
う、保障内容の見直しとご提案のため訪問活動を展開して参りますので組合員皆様のご理解とご協力をお
願い申し上げます。

自動車共済総合満足度全国第１位！！事故処理担当のメッセージ自動車共済総合満足度全国第１位！！事故処理担当のメッセージ

職員紹介プロフェッショナル職員紹介プロフェッショナル
　この度平成30年度累計で、当農協の自動車共済総合満足度が全国でNo.１となりました！自動車共済契約
者の突然の事故による不安を取り除き、円満解決に向けて業務に取り組んでいる職員をご紹介します。
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４
月
22
日（
月
）県
庁
講
堂
に
お
い
て
吉
村
県
知
事
よ
り
指
導
農
業
士
と

青
年
農
業
士
に
認
定
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

・指導農業士　鈴木　政美 氏（肴町１）　・指導農業士　川村　栄介 氏（皆川２）
・青年農業士　五十嵐雅彦 氏（観音下）　・青年農業士　佐々木康裕 氏（御　組）
・青年農業士　鹿野　真隆 氏（肴町１）　・青年農業士　川村　貴裕 氏（皆川２）

　
４
月
11
日（
木
）午
前
10
時
よ
り
、あ
さ
ひ
町
農
園
で「
平
成

31
年
度
山
形
市
市
民
農
園
開
園
式
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、４
月
に
季
節
は
ず
れ
の
雪
が
降
っ
た
影
響
で
白
い

畑
で
の
開
園
式
と
な
り
、農
園
開
設
者
の
山
口
貴
志
さ
ん（
小

白
川
３
）、山
形
市
農
林
部
の
鈴
木
康
雄
次
長（
兼
農
政
課

長
）、佐
藤
専
務
、入
園
者
代
表
の
石
山
幸
治
さ
ん
ら
が
そ
ら

豆
の
苗
を
初
植
し
て
今
年
の
豊
作
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

山
形
市
に
は
13
農
園
３
０
２
区
画
の
市
民
農
園
が
開
設
さ

れ
て
お
り
ま
す
。　

指
導
農
業
士・青
年
農
業
士
の

認
定
証
交
付
式

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
活
躍
に
期
待

市
民
農
園
開
園
式

今
年
の
豊
作
を
祈
願

旧
市
地
区
認
定
農
業
者
の
会
総
会

地
域
農
業
の
振
興
に
向
け
て

　

４
月
５
日（
金
）午
後
６
時
よ
り
、山
形
国

際
ホ
テ
ル
に
お
い
て「
旧
市
地
区
認
定
農
業

者
の
会
第
19
回
総
会（
65
経
営
体
）」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。認
定
農
業
者
の
ほ
か
、大
山
組

合
長・佐
藤
専
務・山
形
市
佐
藤
浩
治
農
林

部
長・山
形
市
農
業
委
員
会
大
城
啓
事
務
局

長
・
地
元
農
業
委
員
か
ら
出
席
頂
き
、総
勢

36
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、平
成
30
年
度
事
業
報
告
・
収

支
決
算
と
新
元
号
と
な
る
令
和
元
年
度
の

事
業
計
画・収
支
予
算
等
の
全
議
案
が
満
場

一
致
で
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。認
定
農
業

者
の
会
で
は
今
後
も「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」や

農
地
集
積
に
よ
る
集
約
化
に
向
け
た
課
題
等

を
検
討
し
、地
域
農
業
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

役
員
改
選
に
よ
り
新
役
員
は
以
下
と
な
り

ま
し
た
。

新役員 会　長　　渡辺　　剛（竹寿上）
　　　　　副会長　　鈴木　　昇（肴町１）
　　　　　会　計　　小松　　武（上町６）
　　　　　監　事　　佐藤　邦彦（諏訪町）
　　　　　監　事　　加藤　正司（観音下）
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４
月
15
日（
月
）に
育
苗
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、当
農
協
で
業
務
委
託
を
し

て
い
る
㈱
竹
寿
耕
友
会
と
㈱
フ
ィ
ー
ル
ド
シ
ッ
プ
の
二
社
で
、今
年
の
稲
作

開
始
に
お
け
る
安
全
祈
願
を
行
い
育
苗
セ
ン
タ
ー
の
播
種
作
業
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

今
年
も
つ
や
姫・雪
若
丸・は
え
ぬ
き・コ
シ
ヒ
カ
リ
の
苗
を
約
１
８
、０
０
０
枚

種
ま
き
し
、当
農
協
に
申
し
込
ん
で
い
た
だ
い
た
方
に
、４
月
23
日（
火
）、24

日（
水
）の
２
日
間
で
引
き
渡
し
ま
し
た
。今
年
も
い
い
苗
が
準
備
で
き
ま

し
た
。

育
苗
セ
ン
タ
ー
播
種
作
業
と
苗
の
引
渡

今
年
も
い
い
苗
が
で
き
ま
し
た

　
４
月
25
日（
木
）、ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
七
日
町
に
お
い
て
入
居
者
15
名
の

参
加
で〝
山
形
の
綾
小
路
き
み
ま
ろ
〞こ
と
井
上
太
代
表
戸
締
役
家
長

に
よ
る
お
話
会「
吞
百
笑
燦
塾
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

井
上
さ
ん
は
、山
形
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
元
事
務
局
長
で
あ
り
、

笑
い
を
健
康
づ
く
り
に
生
か
す
こ
と
を
テ
ー
マ
に
県
内
外
で
講
話
活
動

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。「
ふ
く
し
と
は『
普
段
の・暮
ら
し
の・幸
せ
』で
す
。

支
え
合
い
、助
け
合
い
、自
愛
し
な
が
ら
過
ご
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
、

産
ま
れ
て
〜
現
在
ま
で
の
人
生
に
起
こ
り
う
る
出
来
事
や
、笑
い
話
を

交
え
な
が
ら
伝
え
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、度
々
爆
笑
の
渦
が
巻
き
起
こ
り「
こ
ん
な
に
笑
っ
た
の
は

久
し
ぶ
り
で
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」と
大
変
満
足
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
七
日
町

吞
百
笑
燦
塾

井
上
太
さ
ん
の
お
話
会

　
４
月
18
日（
木
）山
形
国
際
ホ
テ
ル
で
、「
Ｊ
Ａ
全
農
山
形
園
芸
拡
大
推
進
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。来
賓
と
し
て
吉

村
美
栄
子
山
形
県
知
事
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、全
国
か
ら
市
場
関
係
者
が
多
数
招
か
れ
、大
々
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
農
協
か
ら
大
山
組
合
長・佐
藤
専
務
、野
菜
園
芸
専
門
委
員
会
会
長
の
長
谷
川
裕
一さ
ん（
横
宿
上
）、花
き
園
芸
専

門
委
員
会
の
佐
々
木
博
さ
ん（
片
平
）が
参
加
し
ま
し
た
。記
念
講
演
で
は
、元
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
代
表
取
締
役
社
長
＆
Ｃ

Ｏ
Ｏ
で
あ
っ
た
現
Ｊ
Ａ
全
農

チ
ー
フ
オ
フ
ィ
サ
ー
の
戸
井

和
久
氏
よ
り「
世
の
中
の

変
化
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し

て
の
対
応
」と
い
う
演
目
で

講
演
し
て
い
た
だ
き
、参
加

者
全
員
が
聞
き
入
っ
て
お

り
ま
し
た
。今
後
の
事
業

運
営
や
経
営
に
活
か
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 Ｊ

Ａ
全
農
山
形　
園
芸
拡
大
推
進
大
会

「
園
芸
大
国
山
形
」の
確
立
に
向
け
た
未
来
図
を
と
も
に
描
こ
う
」

代
表
戸
締
役
家
長
の
井
上
太
さ
ん

入
居
者
の
皆
さ
ん
も
大
変
楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た

ど
ん
び
ゃ
く
し
ょ
う
さ
ん
じ
ゅ
く

だ
い
ひ
ょ
う
と
じ
ま
り
や
く
か
ち
ょ
う

現JA全農チーフオフィサーの戸井和久氏
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J
A
山
形
市
農
業
振
興
協
議
会

４月 ８日（月）　㈱丸松青果（寒河江市）視察（２名）
４月10日（水）　㈱農林中金総合研究所による視察（２名）

プロジェクト

拠出対象面積 拠出金単価 拠出金額 摘　　　要

支払対象面積 互助金単価 支払金額 摘　　　要

平成30年度転作等様態別一覧表

項　　　　目 面　　積（㎡） 達成率（Ⅰ÷Ⅱ）
水稲作付目標面積（Ⅰ） 2,514,516 104.6%
水稲作付面積（Ⅱ） 2,403,407

項　　　　目 面　　積（㎡） 備　　　　考
作物作付面積 1,134,390

特 定 作 物 483,312 きゅうり・トマト・セルリー・花き等
備　蓄　米 375,565 新規需要米
永年性作物 6,691 果樹等

多目的機能水田 15,984

内  訳

一 般 作 物 268,822 大豆・麦・そば・馬鈴薯等

内  訳
景 観 形 成 4,299 コスモス・ヒマワリ等
市 民 農 園 11,685

調整水田 46,432

内  訳
全部調整水田
部分調整水田

自己保全管理 89,577 28・29・30年度
実績算入 447,232 区画整理・不作付地等
転作実施面積合計 1,733,615 目標対比

103,603㎡の増転作目標面積合計 1,630,012

平成30年度　転作互助制度収支明細　
【収入の部】 振替日：平成30年12月25日

【支出の部】 振込日：平成30年12月28日

項　　目

転作互助拠出金
負 　 担 　 金

233,100㎡ 15.000円/㎡ 3,496,500円
66円 振興協議会より

233,100㎡ 3,496,566円

項　　目
転作互助支払金
合 　 　 計

合 　 　 計

296,018㎡ 11.812円/㎡ 3,496,566円
296,018㎡ 3,496,566円

単位：円

科　　　目 本年度予算額 本年度決算額 増　　減 摘　　　要
繰越金 28,835,638 28,835,638 0

繰　越　金 28,835,638 28,835,638 0

事業収入 1,306,000 2,387,810 1,081,810
利　用　料 1,100,000 1,595,723 495,723 作溝機他．畦塗・作業受託・運搬
助　成　金 15,000 327,970 312,970 山形市セルリーGI関係補助食味分析計保守（全農山形）
水稲損防費 190,000 183,580 －6,420 山形市航空防除連絡協議会
雑　収　入 1,000 280,537 279,537 参加会費・刺米・利息他

計 30,141,638 31,223,448 1,081,810

平成30年度  JA山形市農業振興協議会　収支決算書

支出の部 単位：円

科　　　目 本年度予算額 本年度決算額 増　　減 摘　　　要
事業費 11,960,000 10,727,770 －1,232,230

会　議　費 350,000 301,038 －48,962 役員会・全体会

消費拡大対策費 6,000,000 5,661,897 －338,103 米の消費拡大・セルリーＧＩ関連費・宣伝広告掲載費・イベント開催経費・
農産物販促費ポスター,チラシ作製費・即売会等諸材料費 他

担い手支援 600,000 113,500 －486,500 つや姫検討会　航空防除オペレーター免許更新助成

負　担　金 400,000 403,727 3,727 農政対策費

助　成　金 2,100,000 2,100,000 各地区わかばの会へ地区活動費

水稲損防費 190,000 183,580 －6,420 各地区わかばの会へ

電子図書費用 420,000 413,640 －6,360 電子図書利用料

車　両　費 1,000,000 626,758 －373,242 農機具修理・車検・燃料・共済・税金

労　務　費 800,000 838,244 38,244 畦塗委託・作業委託料

雑　　　費 100,000 85,386 －14,614 食味計保守料他

予備費 18,181,638 0 －18,181,638

予　備　費 18,181,638 0 －18,181,638

計 30,141,638 10,727,770 －19,413,868

収入合計 支出合計 31年度へ繰越31,223,448 － 10,727,770 ＝ 20,495,678

0

収入の部

４
月
３
日（
水
）本
店
3
階
会
議
室
に
お
い
て
J
A
山
形
市
農
業
振
興
協
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

㈱農林中金総合研究所 齋藤真一
代表取締役社長（左）による視察
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目  　的

助成金の単価
（千円／10a）

山形市単独補助金
転換作物作付拡大支援事業

一般助成

特例作物

永年性作物

実績参入

一般作物

特定作物

【転作互助制度】

　　昨年度に引き続き平成31年度も山形市の「転換作物作付拡大支援事業」が実施されます。
　　転作作物の作物区分により助成金が交付されますが、助成を受けるには要件があります。

・永年性作物（新植後３年を経過したおうとう・西洋なし・りんご等・ぶどう等の果樹、切花用母樹、たらの木等）・作付を伴わない転作（調整水田・自己保全管理・不作付地）

１．拠出内容

２．配分内容

①JAの互助制度に加入し、「生産の目安」の下で生産調整に取り組むこと　②販売出荷していること（助成要件）

転作作物別助成金一覧（山形市農協）

3.0
3.0
3.0
3.0
3.0
3.0
3.0
3.0

3.0

3.0

3.0
3.0
3.0
3.0
3.0

平成31年度山形市単独事業　ＪＡ山形市農業振興協議会

作物例示
飼料作物（牧草・デントコーン）
麦
大豆
地力増進作物(レンゲ・イタリアングラス（地力））
そば
なたね

特定作物以外の野菜 たばこ、にら、わらび、他
野菜（食用菊）

その他の花き
果樹（新植３年間のみ）おうとう・西洋なし・りんご等・ぶどう等の果樹
景観形成作物 紅花・コスモス・ひまわり・れんげ・菜の花
その他多面的機能水田 学童農園・市民農園
備蓄米

多面的
機能水田

麦・大豆・飼料作物

地力増進作物
そば
なたね

野菜・花き

作物区分

作物区分

※『助成対象とならない作物区分』

収入の部 単位：円

ＪＡ山形市農業振興協議会　「転作互助制度」

科　　　　　目
繰越金

繰　　越　　金

事業収入
利　　用　　料
助　　成　　金
水 稲 損 防 費
雑　　収　　入

計

単位：円

科　　　　目
事業費
会　　議　　費

消費拡大対策費

担 い 手 支 援
負 　 担 　 金
助　　成　　金
水 稲 損 防 費
電子図書費用
車　　両　　費
労　　務　　費
機械・備品費
雑　　　　　費

予備費他
予　　備　　費

計

420,000
1,000,000

わかばの会へ

400,000

180,000

農政対策費・広報対策費拠出
2,100,000 わかばの会へ地区活動費

食味計保守料他

8,670,678

100,000
8,670,678

本年度予算額 摘　   　　　要

21,920,678

農機具修理・車検・共済・燃料他

13,250,000

穀粒判別機一式（機種更新）・農地地図システム開発費

電子図書年間利用料

2,300,000

1,200,000
15,000

本年度予算額 摘　　   　　要
30年度より20,495,678

600,000

参加費・刺米・貯金利息他

食味分析器保守点検費助成（全農）
山形市航空防除協議会180,000

21,920,678

農機利用料・農機運搬料・作業受託

20,495,678

1,425,000

800,000 オペレータ費用・作業委託

担い手研修会・航空防除オペレーター免許更新助成・つや姫検討会等

米の消費拡大・宣伝広告掲載費・イベント開催経費・農産物販促費・
ポスター,チラシ,パンフレット作製費・即売会等諸材料費

350,000

30,000

役員会・全体会

5,000,000

支出の部

　山形市農業振興協議会においては平成30年度より国からの生産数量目標配分が廃止されたことに伴い、米価安定の観点から山形県農業再
生協議会から示された「生産の目安」の下、引き続き生産調整を行うこととしています。
　この「生産の目安」（生産調整）の目標面積達成のため、当協議会でもこれまでと同様に「転作互助制度」を継続し、ＪＡ山形市全体で生産調整目
標面積を達成して行きます。

生産の目安（主食用米）を基準として、米の作付け超過面積に対して 15,000円/ 10aを拠出する
（転作目標面積に対して転作面積が足りない方からその面積の差に対して拠出してもらいます）

生産の目安（主食用米）を基準として、目安よりも多く転作した面積に対して配分する。　
（転作目標面積に対して転作実施面積が多い方へ面積の超過した面積に配分します）
※互助金の配分単価は拠出金額と転作超過面積によって決定します

平成31年度　JA山形市農業振興協議会　収支計画

野菜（きゅうり、とまと、なす、アスパラガス、セルリー、さといも、うるい、ねぎ，ほうれん草、
白菜、カボチャ、イチゴ、枝豆、ブロッコリー、オカヒジキ、タラの芽、うど、せいさい、
玉葱、野菜苗）
花き（啓翁桜、トルコききょう、菊、ストック、ばら、ゆり、カーネーション、アルストロメリア、
フリージア、パンジー、シクラメン、べにばな、葉ぼたん、スノーボール、コスモス、ダリア、
ケイトウ、花苗）








